
学校施設再配置検討の
住民説明会

日時：2021年10月2日・3日
会場：青垣生涯学習センター 2階研修室

田原本町公式キャラクター
「タワラモトン」



１．田原本町におけるこれまでの
取組経緯について
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2015年に検討委員会を発足し、再配置に係る検討を進め
てきました。これまでの取組は田原本町のホームページで
も紹介しています。

時期 取組事項

平成27（2015）年度
～平成28（2016）年度

「田原本町学校・幼
稚園の規模及び配置
の適正化に関する考
え方について」答申

令和2（2020）年度

「小中学校施設再配
置基本計画素案」の
検討

令和3（2021）年度
（予定）

「小中学校施設再配
置基本計画案」の策
定



２．田原本町の幼稚園・小学校・
中学校が置かれている状況について
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約 2.6ｋｍ 

約 1.7ｋｍ 
約 1.6ｋｍ 約 1.5ｋｍ 

約 2.3ｋｍ 

田原本町には幼稚園・小学校がそれぞれ５つと
中学校が２つあります。

※東幼稚園は2021年4月より休園
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田原本町の園児・児童・生徒数は減少傾向をたどっており、
将来40年後にはさらに半減することが予想されます。
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幼稚園では東幼・北幼が１学年あたりの平均学級数が
2クラス以下で、クラス替えができない環境にあります。

幼稚園園児数の比較（2010年度、2019年度）

2010年度 2019年度 2010年度 2019年度

東幼稚園 23 15 8 8

北幼稚園 62 46 21 15

田原本幼稚園 176 136 22 19

南幼稚園 98 72 16 14

平野幼稚園 98 90 20 18

合計 457 359 - -

幼稚園学級数の比較（2010年度、2019年度）

2010年度 2019年度 2010年度 2019年度

東幼稚園 3 2 2 1

北幼稚園 3 3 2 2

田原本幼稚園 8 7 4 4

南幼稚園 6 5 3 3

平野幼稚園 5 5 3 3

合計 25 22 - -

施設名
園児数 1学級あたりの平均園児数

施設名
学級数 1学年あたりの平均学級数

※東幼稚園は2021年4月より休園



小学校児童数の比較（2010年度、2019年度）

2010年度 2019年度 2010年度 2019年度

東小学校 119(6) 89(3) 14 10

北小学校 229(6) 202(10) 18 18

田原本小学校 734(4) 539(14) 27 24

南小学校 359(11) 364(10) 22 22

平野小学校 344(8) 357(9) 21 26

合計 1785(35) 1551(46) - -

小学校学級数の比較（2010年度、2019年度）

2010年度 2019年度 2010年度 2019年度

東小学校 9(3) 9(3) 1～2 1～2

北小学校 13(4) 12(3) 2～3 2

田原本小学校 27(2) 23(4) 4～5 3～4

南小学校 17(4) 17(4) 2～3 2～3

平野小学校 17(3) 14(2) 2～3 2～3

合計 83(16) 75(16) - -

施設名

通常学級児童数
（特別支援学級児童数）

1学級あたりの平均児童数

施設名

通常学級数
（特別支援学級数）

1学年あたりの平均学級数
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小学校では東小・北小が１学年あたりの平均学級数が
2クラス以下で、クラス替えができない環境にあります。
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中学校では北中で学級数が減少する傾向がみられます。

中学校生徒数の比較（2010年度、2019年度）

2010年度 2019年度 2010年度 2019年度

田原本中学校 521(10) 565(14) 30 30

北中学校 318(3) 223(3) 32 32

合計 839(13) 788(17) - -

中学校学級数の比較（2010年度、2019年度）

2010年度 2019年度 2010年度 2019年度

田原本中学校 18(3) 19(4) 6 6～7

北中学校 10(1) 7(1) 3～4 2～3

合計 28(4) 26(5) - -

施設名

通常学級生徒数
（特別支援学級生徒数）

1学級あたりの平均生徒数

施設名

通常学級数
（特別支援学級数）

1学年あたりの平均学級数
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田原本町の学校施設は建物の老朽化が進んでおり、
築60年を経過している建物があります。

施設名
築年数

（最も古い棟を掲載、基準年：2021年）

田原本中学校 61年（1号棟）

北中学校 40年（1号棟、2号棟）

東小学校 58年（1号棟、2号棟、3号棟）

北小学校 43年（9号棟、10号棟）

田原本小学校 62年（1号棟、2号棟）

南小学校 60年（1号棟）

平野小学校 55年（1号棟）

※築後60年以上の施設を下線表示しています
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幼稚園・小学校・中学校の再配置に係る意見を把握する
ため、昨年6月に中学生、保護者にアンケート調査を実施
しました。

項目 内容

目的
保護者及び中学生の意見を確認すること
を目的にアンケートを実施

調査対象
田原本町内の小、中学校及び幼稚園、保
育園に通う子どもの保護者、田原本町内
の中学校に在席している生徒

配布数 3,960件

実施期間 2020年6月10日（水）～6月22日（月）

調査方法 調査票（紙）によるアンケートを実施

回収数
3,398件・回収率85.8%

（内訳：保護者用2,637件、生徒用761件）
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【ご参考】アンケート結果抜粋①

無効回答
0.3%

無回答
1.8%

１クラスがよい
2.1%

２～３クラスが

よい
67.3%

４～５クラスが

よい
22.4%

６クラス以上で

もよい
5.3%

複式クラス※１

（複数学年が１

学級）でもよい
0.7%

n=2637 無効回答
0.2%

無回答
1.1%

10人程度
1.6%

20人程度
47.6%

30人程度
46.6%

40人程度
2.4%

その他
0.6%

n=2637

望ましい１学年当りのクラス数は
「２～３クラス」が最も多い

１クラス当りの適切な人数は
「20人程度」が最も多い
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【ご参考】アンケート結果抜粋②

小中学校の再配置によって期待することは
「子どもの交友関係が広がり、社会性が身につくこと」が最も多い
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昨年、住民の皆さまから意見をいただくため、ワークショッ
プを開催しました。結果は町HPで公開しています。

回 開催日 開催概要、当日の様子

第1回

2020年
8月29日（土）

9時30分
～11時30分

• グループに分かれて「子どもが
通う学校の良い点／もっと良く
なって欲しい点」について意見
交換を実施

第2回

2020年
9月26日（土）

9時30分
～11時30分

• グループに分かれて「さまざまな
立場に立って学校再配置につ
いて考える」として意見交換を実
施

第3回

2020年
11月28日（土）

9時30分
～11時30分

• 参加者全員で再配置について
不安に思うことと期待することに
ついて意見交換を実施
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学校の議論の
あり方について

子どものあり方
について

①人数の多・少が子どもの発達において
どちらがメリットが大きいかを考える

②人間的な質を高めるためにいろいろな
人と接することができる環境が重要で
ある

①議論は将来に目を向けること

② 何事にも適正（子ども、教師にとって）
ということが重要である

③他人事ではなく自分事として “変える”
という意識で考える

ワークショップでは、以下の内容について共通認識として
共有しました。
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本町の幼稚園・小学校・中学校の課題として以下の４点が
挙げられます。

【課題１】
年少人口の減少

【課題２】
教育環境から見た
問題の顕在化

【課題３】
建物老朽化の対応

【課題４】
小規模園化が
進む幼稚園

◼園児・児童・生徒数は2040年（20年後）には、現在の
約70％まで減少＊

◼「東小学校」「北小学校」では小規模校化が進んでい
ます（クラス替えができない状態）

◼小規模校では保護者（PTA等）への負担が増大してい
ます

◼学校教育系施設の老朽化が著しい状況です

◼「東幼稚園」が休園し、「北幼稚園」においても小規模
園化が進んでいます

＊2040年（20年後）には、すべての学校において現在のような学校運営が維持できなくなる（小規模校化、複式
学級）ことが懸念されます



３．小中学校施設再配置基本計画案
の検討について
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以下のフローに沿って再配置基本計画案を検討しました。

再配置検討の前提

小中学校施設再配置の基本方針

再配置パターンの検討

住民アンケート
（令和2年6月実施）

住民ワークショップ
（令和2年8・9・11月実施）

①年少人口の減少
②教育環境から見た
問題の顕在化

③建物老朽化の対応
④小規模園化が進む幼稚園

【課題の把握】

再配置基本計画案の策定

令
和
3
年
度
取
組

住民説明会の開催
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「小中学校施設再配置基本方針（案）」は以下の通りです。

①様々な人と接する
教育環境

項 目 内容

②小規模校の解消

③安心な教育環境

④最適な配置

⑤中長期的目標

◼子どもたちにとって人間的な質を高めるため、様々な人と接するこ
とができる教育環境として確保・維持できることを目指します

◼適正規模校として子どもたちにとって、教師にとっても必要な学校
教育が確保・維持できることを目指します

◼このため小規模校を優先して再配置を進めます

◼2025年までに再配置の実行に着手することを目指します

◼安心して学べるよりよい教育環境を確保・維持できることを目指し
ます

◼施設の老朽化対策や将来のまちづくり等も踏まえて最適な配置を
目指します

◼2040年（20年後）の将来に適正規模を維持・確保できていることを
目指します

⑥短期目標
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「再配置パターンの検討」として、規模適正化の観点から
小小統合化の組み合わせが望ましいと考えます。

小学校

小小統合化
（小学校の統廃合）

小中複合化
（小中一貫校化）

中中統合化
（中学校の統廃合）

◼小学校の小規模校化が進行していることから課
題の解消につながる

◼特に東小と北小の現状からみれば緊急性・優
先性が高い状況

◼小学校の小規模校化の解消につながらない

◼複合化すれば児童・生徒数が増えることから、
2019年に新設したばかりの中学校給食棟を増
築する必要がある

◼中学校は適正規模からみると当面の期間、教
育環境として大きな課題は見受けられない

◼統合化すれば生徒数が増えることから、2019

年に新設したばかりの中学校給食棟を増築す
る必要がある

小学校

小学校 中学校

中学校 中学校
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小小統合化の組み合わせは全26パターンありますが一定
の適正規模の基準を満たすパターンは11抽出されました。

＊社人研推計に基づく減少比率を乗じて推計。学級数は推計児童数に対して26人学級と30人学級の２つを算出し掲載。

【一定の適正規模の基準】

◼2040年（20年後）時点の学
級数が適正規模（12学級
以上18学級以下）を満たさ
ないものを灰色にて表記

◼学級数上限・下限の双方を
満たさない再配置パターン
について灰色にて表記

再配置パターン

5校統合 1パターン 北小＋東小＋田小＋南小＋平小 921 31 ～ 35

北小＋東小＋田小＋南小 712 24 ～ 27

北小＋東小＋田小＋平小 694 23 ～ 27

北小＋東小＋南小＋平小 586 20 ～ 23

北小＋田小＋南小＋平小 881 29 ～ 34

東小＋田小＋南小＋平小 810 27 ～ 31

北小＋東小＋田小 485 16 ～ 19

東小＋田小＋南小 601 20 ～ 23

田小＋南小＋平小 770 26 ～ 30

北小＋田小＋南小 672 22 ～ 26

東小＋南小＋平小 475 16 ～ 18

北小＋田小＋平小 655 22 ～ 25

北小＋東小＋南小 377 13 ～ 15

東小＋田小＋平小 583 19 ～ 22

北小＋南小＋平小 547 18 ～ 21

北小＋東小＋平小 360 12 ～ 14

北小＋東小 151 5 ～ 6

北小＋田小 446 15 ～ 17

北小＋南小 337 11 ～ 13

北小＋平小 320 11 ～ 12

東小＋田小 374 12 ～ 14

東小＋南小 266 9 ～ 10

東小＋平小 249 8 ～ 10

田小＋南小 561 19 ～ 22

田小＋平小 544 18 ～ 21

南小＋平小 436 15 ～ 17

組み合わせ
2040年時点における

統合後の推計児童数と学級数*

10パターン2校統合

5パターン

10パターン

4校統合

3校統合
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前頁の11パターンについて、以下の評価項目に基づき
絞込をします。

評価項目案 評価内容

①将来における適正規模の
充足状況

◼ 将来2040年*時点における学級数が「12学
級以上18学級以内」

②通学距離
◼ 最大距離が国の標準（4km）を超過しない
こと

◼ 通学路として異なる校区をまたがないこと

③施設の状況 ◼ 施設の築年数（老朽化）の状況

④立地 ◼ 人口集中地区との近接性

⑤再配置の効率性
◼ 施設の整備にあたって投資的な負担が小
さく、二重投資にならないこと

* 本町の園児・児童・生徒数は2040年には約70％まで減少し、すべての小学校において1学年あたりの平均学級数は1～2学級以下と
なりクラス替えができない小規模校、複式学級校となり、現在のような学校運営が維持できなくなることが懸念されます。
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一定の適正規模の基準を満たす11パターンについて評価
を行った結果、以下の３パターンが絞り込まれました。

＊「②通学距離」：異なる校区をまたがるものを灰色表示
＊「⑤再配置の効率性」：東小・北小のいずれの小規模校解消に寄与しないものを灰色表示
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以下の３パターンについては、更に外部有識者会議に諮り、
最適な再配置パターンを検討します。

北小＋東小＋田小

東小＋田小

北小＋田小

◼東小、北小の小規模校化の同時解消に適う
◼校区の連続性、近接性の面で有効
◼将来における再配置の効率性の面で有効

再配置パターン 現時点の評価概要

◼東小の小規模校化の解消に適う
◼校区の連続性、近接性の面で有効

◼北小の小規模校化の解消に適う
◼校区の連続性、近接性の面で有効

【補足】
現時点では現状維持

平小＋南小

◼現時点では適正規模校だが、2040年には小規
模校化が予想される

485人
（16～19学級）

374人
（12～14学級）

446人
（15～17学級）

436人
（15～17学級）

2040年時点における
統合後の推計児童・学級数*

＊社人研推計に基づく減少比率を乗じて推計。学級数は推計児童数に対して26人学級と30人学級の２つを算出し掲載。
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今後の検討の流れは、住民説明会、外部有識者会議を
経てパブリックコメントを実施する予定です。

2021年
7月

10月 11月
12月
（予定）

2022年
2月

第
1
回

外
部
有
識
者
会
議

住
民
説
明
会

（町
内
各
小
学
校
区
）

第
2
回

外
部
有
識
者
会
議

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

第
3
回

外
部
有
識
者
会
議


